
IFCA&CYCトレーニング 

7月の全国MTで発表



社会活動入門 
(Campaigning Development 201) 

➢ 目的…明確な勝利につながる要求内容を作成し、それが達成されるような戦略を練る 

➢ レッスン…全３回（2021年1月 2021年4月3日 2021年4月23日） 

➢ 学習目的… 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

1) 深い根本原因分析を行うことで、ビジョンを明確にする 　　　　　　　　 

2) 地域に根ざした具体的な要求内容を作成し、根本原因に対処するための戦略の立て方を

学ぶ                                                                                               

3)  仲間や友人をまとめ、上司に対して、私たちが求めるものを与えさせるための戦略を練る。 



レッスン1 （2021/1） 

➢ 今回のレクチャーのポイント

・社会運動の6つのステップの確認 

・根本原因の分析→「根本原因の木」 

・IFCAで決めた「取り組むべき問題」 

①ユース参画　②メンタルヘルス 



社会運動の6つのステップ 

1. 変えたい問題点を明確にする  

2. その問題の根本原因を理解する 

3. 適切かつ勝利するための一連の要求を掲げる 

4. 勝利のための戦略を練る 

5. キャンペーンの実施  

6. 評価  



根本原因の分析　(Root Cause Analysis) 

根本原因の分析のためのテンプレート  

症状 
問題の結果としてどのようなことが起こって
いるのが見られるか、それが結果（アウトカ
ム）です。これをつかみましょう。   ここがビジョン

根本原因を特定するにつれて、どう
すれば良いのかが見えてくるでしょ
う。そのアイディアを確実につかみ
ましょう！

原因1 

原因2 
原因3 

原因3 

原因3 



根本原因の木　(自動車故障の例) 

仕事にいくことが
できない 

病院の予約に間
に合わなかった 

姪っ子のお迎え
に行けない 

私は目標を達成す
ることができる 

バッテリー不具合  ガソリン不足 

点火プラグの故障 



10のメンタルヘルスビジョンのポイント 

1. 私たちはメンタルヘルスのセラピストと『真のつながり』を持ちたい。

2. 自分が住む地域で、利用できるメンタルヘルスのプログラムについて情報を得たい。  
3. 自分が受けたいメンタルヘルスの治療について意見を言う権利を持っていたい。受診したくない治療を強

要しないでほしい。

4. 向精神剤や「トークセラピー」などに変わる治療法やホリスティック（総括的なアプローチ）の治療法への

サービスも受けられるようにしてほしい。  
5. 社会的養護の下で生活する児童や若者たちが向精神剤の過剰投薬の犠牲になっている現状をただちに

解決してほしい。

6. FURS の解説に基づいて、９１１（１１０番）ではなく、ユースが、メンタルヘルスの専門職と話せるホットラ

インの電話番号を特設してほしい。

7. 社会的養護の下で生活する児童や若者たちが、メンタルヘルスのサービスを受けるために、誤診を受け

ている状況を改善してほしい。精神衛生のサービスを受けるには、診断を必要とする、という EPSDT とい

う連邦政府のシステムが、この原因になっている。

8. 社会的養護の下で生活する児童や若者たちのセルフケアや精神衛生のサービスが、義務なので行って

いると言う、政策を取り除いてほしい。

9. 医療サービスを与える人たちが対応できないほどの数のケースを抱えたまま、ユースのケアにあたること

をやめてほしい。  
10.      公的な医療保険の範囲では受けることのできない特別な治療法についても、アクセスがあるようにして

ほしい。

 

 



「10のメンタルヘルスビジョンのポイント」はどのように作成されたのか 

● 根本原因考える為に情報収集を行い、ユースからも情報を集めた

● メンタルヘルスに関わっている重要人物を特定して、現在の問題の明確化を進めた

● 情報収集をした後、再度委員会で話し合い分析を進めて問題と根本原因を特定

● 問題と共に逆に今機能している、成功しているシステムは何かも考えた

● ユースからケアにいる間にメンタルヘルスのサービスが受けられるとしたらどんなサービスが良いか声

を集めた

● そういった作業を経て大きな問題として

・メンタルヘルスへのアクセスのしにくさ

・ユースに対して過度な診断がされる、また逆に必要な診断がされない

・金銭面の問題　etc...

● 明確化した問題、根本原因をまとめて「 10のメンタルヘルスビジョンのポイント」は作成された



症状に悩まされ、安心した
生活がおくれない。

学校や仕事に支障がでる。

社会的養護で育つ子どもが
インケアでもアフターケアでも

国民保険でカバーできない

社会的養護ユース対象の
メンタルヘルスサービスがない

投薬づけになる
＝同意していない服薬

社会的養護のメンタルヘルスに
かかわる研究がない

すべてが子どもの問題になってしまう
問題行動とされてしまう

TICの知識が養育者
／児相・行政・医療者
すべてに不足

自分に合ったメン
タルケアを選べ
ない
（セカンドオピニ
オンがない）

施設・里親による差が大きい

自分は他の人と違っているのではな
いかと思うことがある
自分の苦しさがどこから来ているのか
わからない
症状と行動が区別できなくなる。
自分のせいにしてしまう。しんどさが
判断できない

ユースがTICを学ぶ
機会がない

自信がなくなる

精神障害への偏見・差別
メンタルケアを受けることへの偏見と差別

自分たちの世界や苦しみ
が理解されない

オープンにできない環境

相談できる人
がいない

症状が悪化して
しまう

IFCAで作成した 
根本原因の木 

 
グループ① 

メンタルヘルス 



制度・サービスが使
えない

サービスを教えても
らえない

当事者が参画すると
いう考えが浸透しな
い

自分のケアや記録に参
加できない、見ることが
できない

自分の人生に何が起
こったかわからないまま

自分がこれならどうな
るのかわからない

自分の家族やきょうだいが
わからないまま、興味さえな
くなる

子どもの力を信じ
ていない、わかっ
ていない

子どもの人生だという
認識が薄い子どもに選挙権がな

い、政策に影響がな
い 子どもの権利が軽ん

じられている

社会的養護が
マイノリティー

社会的養護で育ったこ
とを公にしたくない（詮
索されたくない）

自分の話がどう
受け取られるか
不安

ユースが参画して
いることを知る機会
がない

声を上げられる
場が少ない

大人が恐
れている

IFCAで作成した 
根本原因の木 

 
グループ② 
ユース参画 



レッスン2 （2021/4/3） 

➢ 今回のレクチャーのポイント

・社会運動の6つのステップの確認  

・要求を掲げることについて 

・グループワーク（要求について話し合う） 

・社会的活動における戦略 

仲間・協力者・力を持った人・求めるもの（成果物）を明確にする  



2021年4月3日分（布施）
グループ１のブレイクアウトルームの話し合いのシェア

メンタルヘルスは身体の健康と同じで、損なわれると生活の基盤が崩れる

メンタルヘルスが安定すれば

仕事が続けられる

学業が続けられる

好きなことを見つけられる

どうしてメンタルヘルスが悪い状態にあったのか説明できるようになる。



グループ２のブレイクアウトルームの話し合いのシェア

対等な立場で参加できる

呼んでもらっている、してあげているとうのではなくて、ひとりの専門家として対等な立場で参加できる

当事者の経験が教訓として使われるのではなく、当事者の意見が尊重されて、かつ、その意見がどのように反映されたのか、明確に
してもらうことができるようになる

当事者参画ということの価値を疑われない

当事者参画とはこういうもの、当事者参画はこうじゃなきゃいけない、当事者としての期限を他人から決められない

一個人として価値のある当事者参画ができる

周囲も当事者参画の価値を信じている

真の当事者参画　４４０４



社会的活動における戦略

戦略とは、仲間や協力者を組織して、力を持った
人（ボス）に求めるものを与えさせるための計画

です
folks=仲間

friends=協力者
boss=力を持った人

goods=こちらが求めるもの



考える順番
①仲間は誰なのか？（folks）- IFCAの基盤 

②友人・協力者は誰なのか？（friends）- 同じ理念を持った団体や協力者 

③力を持った人は誰なのか？（boss）- 権力や決定権を持った人物

（※Boss=Targetターゲットとなる人。団体ではなく、力や決定権を持った個人を特

定する。） 

④成果物・求めるものは何なのか？（goods）



IFCAの２つの要求



レッスン3 （2021/4/23） 

➢ 今回のレクチャーのポイント

・社会運動の6つのステップの確認  

・要求を掲げることについて 

・グループワーク（要求について話し合う） 

・社会的活動における戦略 

仲間・協力者・力を持った人・求めるもの（成果物）を明確にする 

・パワーマッピングと作戦 



2021年4月23日分（布施）
パワーマッピングと作戦



＜メンタルヘルスサービスの改善についてのパワーマップ＞



＜ユース参画についてのパワーマップ＞



その上で...具体的に、協力してくれる人を増やしたり、社会の関心をより集めて、要求を

達成するためにどうすれば良いかを話し合う










